
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
一
第
二
八
に
「
婆
羅
門
依
酔
不
意
出
家
語
」
と
い

う
説
話
が
あ
る
。
表
題
に
そ
の
展
開
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
古

代
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
制
度
の
頂
点
に
立
つ
婆
羅
門
が
、
酒
に
酔
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
契
機
に
出
家
す
る
と
い
う
説
話
で
あ
る
。
以
下
、
本
文
を
参
照

し
、
説
話
文
学
と
し
て
の
手
法
や
、
当
該
説
話
の
史
的
展
開
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。
本
文
は
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
（
一
）
』
所

収
本
に
拠
っ
た
が
、
読
解
の
便
宜
の
た
め
に
、
ル
ビ
の
多
く
を
省
略
し
、
小

字
の
送
り
仮
名
を
平
仮
名
表
記
に
改
め
て
本
文
化
し
た
。
ま
た
、
「
佛
」
ほ

か
若
干
の
字
を
除
い
て
旧
漢
字
や
異
体
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
以
下
、

本
稿
で
の
本
文
引
用
に
際
し
て
私
に
表
記
や
段
落
を
改
変
し
た
箇
所
が
あ

ブ
（
》
Ｏ

い
ま
は
む
か
し

今
昔
、
天
竺
に
一
人
の
婆
羅
門
有
け
り
。
酒
に
酔
て
佛
の
祇
薗
精
舎

ま
ち
っ
ま
う

に
在
す
所
に
詣
ぬ
・
酔
に
依
て
本
の
心
忘
れ
ぬ
。
佛
に
白
し
て
言
さ
く
、

酔
人
出
家
・
破
戒
讓
の
系
譜

｜
、
酔
婆
羅
門
出
家
讃

酔
人
出
家
・
破
戒
證
の
系
譜
（
一
）

ｌ
酒
が
一
番
悪
い
Ｉ

（
一
）

「
自
ら
出
家
せ
む
」
と
。
佛
、
阿
難
を
以
て
出
家
せ
し
め
給
ひ
つ
。
其

の
後
、
婆
羅
門
、
酔
覚
て
我
が
身
を
見
れ
ば
既
に
髪
を
剃
り
法
衣
を
着

あ
や
し

せ
り
。
其
の
時
に
寄
異
の
思
を
成
し
て
驚
き
帷
む
で
走
り
去
ぬ
。
其

の
後
、
御
弟
子
等
、
佛
に
問
ひ
奉
て
云
く
、
「
何
の
故
有
て
か
、
此
の

婆
羅
門
、
驚
て
走
り
去
ぞ
」
と
。
佛
答
て
宣
は
く
、
「
此
の
人
は
元
量

劫
の
中
に
更
に
出
家
の
心
死
し
。
而
に
今
、
酒
に
酔
て
本
の
心
死
き
が

故
に
出
家
し
て
法
衣
を
着
せ
り
・
酔
覚
て
後
、
驚
て
走
り
去
也
。
但
し
、

此
の
出
家
の
縁
に
依
て
後
に
道
果
を
證
す
べ
し
」
と
。
佛
、
酒
を
誠
し

か

め
給
と
云
へ
ど
も
、
此
の
婆
羅
門
の
為
に
は
酔
て
此
く
出
家
せ
る
に
依

ゆ
る

て
酒
を
免
し
給
け
り
と
な
む
語
り
伝
へ
た
る
と
や
。

『
今
昔
物
語
集
』
（
以
下
『
今
昔
』
と
略
す
）
所
収
話
の
内
容
は
、
「
仏

の
在
世
中
に
、
酒
に
酔
っ
た
婆
羅
門
が
祇
園
精
舎
を
詣
で
て
出
家
を
申
し
出

る
。
仏
は
阿
難
に
命
じ
て
婆
羅
門
の
髪
を
剃
ら
せ
、
法
衣
を
着
せ
た
。
酔
い

が
醒
め
た
婆
羅
門
は
、
自
分
が
出
家
者
の
姿
を
し
て
い
る
の
に
驚
い
て
走
り

去
っ
た
。
そ
の
後
、
仏
弟
子
た
ち
が
『
ど
う
し
て
彼
は
自
ら
の
出
家
姿
に
驚

い
た
の
か
』
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
仏
は
、
『
仏
法
と
の
機
縁
に
乏
し
い
彼
が

三
浦
俊
介
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仏
門
に
帰
依
す
る
機
会
は
、
今
後
永
く
輪
廻
転
生
を
繰
り
返
す
は
ず
の
時
間

の
中
で
、
実
は
、
泥
酔
し
て
自
ら
申
し
出
た
今
回
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
。

今
日
こ
こ
で
僧
形
と
な
っ
た
こ
と
を
縁
に
、
正
式
に
仏
教
徒
と
な
る
彼
が
、

や
が
て
は
道
果
（
浬
桑
）
を
獲
得
す
る
に
ま
で
至
る
』
と
告
げ
る
。
そ
し
て
、

後
に
果
た
し
て
教
団
に
入
っ
た
彼
に
対
し
て
、
仏
は
、
酔
っ
て
出
家
し
た
こ

と
を
勘
案
し
て
、
例
外
的
に
飲
酒
を
許
可
し
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

本
説
話
は
短
編
で
あ
る
が
、
実
に
様
々
な
驚
き
の
う
ち
に
ド
ラ
マ
が
進
行

す
る
。
す
な
わ
ち
、
酔
っ
て
い
た
と
は
言
え
、
婆
羅
門
が
自
ら
仏
の
も
と
へ

参
じ
て
出
家
を
申
し
出
る
こ
と
の
不
自
然
さ
、
婆
羅
門
の
申
し
出
を
あ
っ
さ

り
許
可
す
る
仏
の
態
度
の
不
可
解
さ
、
酔
い
が
醒
め
て
頭
髪
の
な
い
の
に
気

づ
く
婆
羅
門
の
動
揺
、
自
ら
志
願
し
た
は
ず
な
の
に
僧
形
と
な
っ
て
い
る
こ

と
に
驚
い
て
逃
げ
去
っ
た
婆
羅
門
へ
の
仏
弟
子
た
ち
の
不
審
、
仏
が
明
か
す

「
人
と
仏
法
と
の
機
縁
の
あ
や
う
さ
」
・
「
一
期
一
会
・
運
命
の
不
可
思
議

さ
」
・
「
婆
羅
門
あ
が
り
の
彼
が
や
が
て
道
果
を
證
す
る
」
と
い
う
予
言
内

容
の
意
外
性
、
仏
の
予
言
自
体
の
あ
り
が
た
さ
、
戒
律
に
厳
し
い
仏
が
婆
羅

門
あ
が
り
の
出
家
者
に
飲
酒
を
許
可
す
る
こ
と
へ
の
違
和
感
な
ど
、
多
種
多

様
な
驚
嘆
で
こ
の
説
話
は
彩
ら
れ
て
い
る
。
新
奇
な
展
開
で
聞
き
手
や
読
者

の
心
を
ぐ
い
ぐ
い
引
き
付
け
る
こ
の
説
話
は
、
仏
の
、
過
去
現
在
未
来
の
全

て
を
見
通
す
神
通
力
の
す
ば
ら
し
さ
を
核
に
、
酒
に
飲
ま
れ
、
運
命
に
翻
弄

さ
れ
る
婆
羅
門
の
悲
喜
劇
を
描
い
て
、
奥
深
く
、
興
味
の
尽
き
な
い
も
の
に

仕
上
が
っ
て
い
る
。

決
し
て
理
想
的
と
は
言
え
な
い
が
、
逆
縁
（
悪
事
を
な
す
こ
と
が
か
え
っ

て
仏
道
に
入
る
因
縁
と
な
る
こ
と
）
の
発
想
を
利
用
し
て
、
反
仏
教
的
な
立

場
に
立
つ
人
物
の
発
心
・
出
家
を
説
く
こ
の
説
話
は
、
当
然
、
仏
教
説
話
集

の
話
材
と
し
て
格
好
の
も
の
で
あ
り
、
『
三
宝
絵
詞
』
序
・
金
沢
文
庫
本
『
仏

教
説
話
集
』
・
『
宝
物
集
』
・
『
言
泉
集
』
三
帖
之
二
「
戯
女
酔
波
羅
門
事
」
・

『
雑
談
集
』
巻
一
「
上
人
ノ
事
」
・
『
沙
石
集
』
巻
第
二
（
、
）
「
仏
法
之
結

縁
不
空
事
」
・
『
三
国
伝
記
』
巻
第
五
第
一
三
「
酔
婆
羅
門
成
比
丘
事
」
・
『
壗

嚢
紗
』
巻
二
の
十
七
（
『
塵
添
壗
嚢
紗
』
巻
四
の
二
十
五
）
「
俗
人
著
法
衣

出
家
現
俗
形
事
」
な
ど
多
く
の
文
献
に
採
ら
れ
て
い
る
。
『
三
宝
絵
詞
』
『
宝

物
集
』
『
沙
石
集
』
『
壗
嚢
紗
』
な
ど
は
簡
略
な
記
述
で
あ
る
が
、
類
話
群

は
「
酔
っ
た
婆
羅
門
が
法
師
の
形
と
な
っ
た
こ
と
が
功
徳
と
な
っ
て
、
最
終

的
に
出
家
し
、
仏
の
御
法
を
聴
聞
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
点
で
共
通

し
て
い
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
、
こ
の
展
開
を
有
す
る
説
話
を
「
酔
婆
羅
門

出
家
讃
」
と
総
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

酔
婆
羅
門
出
家
謨
の
典
拠
と
し
て
『
大
智
度
論
』
巻
第
十
一
五
『
法
苑
珠

林
』
巻
第
二
十
二
入
道
部
引
証
篭
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
一
乏
電
『
諸

経
要
集
』
巻
第
四
入
道
部
引
証
繊
瀞
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は

『
大
智
度
論
』
を
基
に
『
法
苑
珠
林
』
で
校
合
し
た
本
文
を
提
示
す
る
。
『
法

苑
珠
林
』
の
増
補
部
や
群
洵
の
異
同
は
口
内
に
入
れ
た
。

復
次
如
佛
佛
在
祇
桓
。
有
一
酔
婆
羅
門
。
来
到
佛
所
。
求
作
比
丘
。
佛

勅
阿
難
与
剃
頭
著
法
衣
・
酔
酒
既
醒
胤
剛
さ
身
忽
為
比
尼
。
即
便
走
去
。

諸
比
丘
問
佛
。
何
以
聴
此
酔
婆
羅
門
作
比
丘
。
佛
言
。
此
婆
羅
門
無
量

劫
中
蕊
岱
家
心
。
今
因
酔
故
暫
発
微
心
。
豈
冒
故
後
当
出
家
得

道
。
如
是
種
種
因
縁
。
出
家
之
利
功
徳
無
量
。
以
是
故
白
衣
雛
有
五
戒

不
如
出
家
［
功
徳
徳
大
也
］
。
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『
大
智
度
論
』
所
収
話
と
日
本
の
説
話
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は

ま
ず
『
大
智
度
論
』
の
「
酔
婆
羅
門
。
来
到
佛
所
。
求
作
比
丘
」
の
解
釈
を

例
に
考
察
し
た
い
。
『
大
智
度
論
』
の
簡
略
な
記
述
か
ら
は
、
ど
う
し
て
婆

羅
門
が
比
丘
（
男
性
の
仏
教
修
行
者
）
と
な
る
こ
と
を
求
め
た
の
か
、
そ
の

動
機
が
明
確
に
は
見
え
て
こ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
説
話
集
は
そ
の
点

に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
説
明
を
加
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
掲
の
『
今
昔
』

は
「
酔
に
依
て
本
の
心
忘
れ
ぬ
」
と
し
、
金
沢
文
庫
本
『
仏
教
説
話
集
』
（
以

下
「
金
沢
本
」
と
略
す
）
は
「
酒
二
酔
ひ
テ
正
念
二
非
ズ
シ
テ
佛
所
二
至
り

ヌ
。
酔
二
狂
ひ
テ
比
丘
ト
作
り
て
在
止
蝿
）
と
し
、
『
二
一
国
伝
記
』
は
「
大
酒

な

ブ
《
ブ

ヲ
飲
テ
沈
酔
シ
テ
前
後
不
覚
也
。
棡
然
ト
シ
テ
失
一
東
西
一
（
中
略
）
彼
ノ
婆

一
ア
イ
，

羅
門
醒
二
狂
乱
シ
テ
不
し
成
し
心
仏
所
二
来
リ
」
と
し
て
お
り
、
い
ず
れ

サ
カ
ヤ
マ
ヒ

も
酔
狂
の
た
め
正
気
を
失
っ
て
仏
前
に
参
上
し
た
と
解
し
て
い
る
。
ま
た
、

（
６
）

一
巻
本
『
宝
物
集
』
の
「
酒
二
酔
テ
、
法
師
ノ
マ
ネ
ヲ
シ
タ
リ
シ
カ
バ
」
や
、

『
壗
嚢
紗
』
の
「
酒
二
酔
テ
僧
ノ
真
似
ヲ
シ
タ
リ
シ
」
は
、
正
気
を
失
っ
た

と
は
記
さ
ず
、
両
書
と
も
に
「
酔
っ
て
（
悪
ふ
ざ
け
の
た
め
に
）
僧
の
真
似

を
し
た
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
あ
る
い
は
『
大
智
度
論
』
の
「
今

因
酔
故
暫
発
微
心
」
の
「
微
心
（
き
わ
め
て
微
細
な
心
の
動
き
）
」
を
踏
ま

え
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
三
弥
井
書
店
刊
『
雑
談
集
』
の
校
注
者
は
「
仏

陀
が
祇
園
精
舎
に
い
る
と
き
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
か
か
っ
た
婆
羅
門
が
救
い

を
求
め
に
き
た
と
き
、
仏
陀
は
阿
難
を
し
て
済
度
さ
せ
た
故
事
が
『
智
度
論
』

十
一
一
一
に
見
え
る
」
と
、
非
常
に
示
唆
的
な
頭
註
を
付
け
て
い
誼

依
拠
経
典
に
つ
い
て
は
説
話
毎
．
説
話
集
毎
の
精
密
な
比
較
検
討
が
必
要

で
あ
る
。
本
稿
は
出
典
論
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
途
と
し
て
い
な
い
の
で
詳

酔
人
出
家
・
破
戒
讃
の
系
譜
（
二

述
は
避
け
る
が
、
例
え
ば
、
『
言
泉
集
』
の
「
祇
恒
」
「
無
量
中
初
無
出
家

心
」
「
以
昌
因
縁
艇
印
）
の
傍
線
部
の
表
記
は
、
『
法
苑
珠
林
』
や
『
止
観
輔

行
伝
弘
決
』
『
諸
経
要
集
』
の
表
記
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
『
大
智
度
論
』

の
そ
れ
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
金
沢
本
は
当
該
箇
所
を
「
サ
ヱ

国
祇
恒
」
「
元
量
劫
ヨ
リ
以
来
、
未
曾
に
都
テ
出
家
ノ
心
元
シ
」
「
此
の
因

縁
ヲ
」
と
作
っ
て
お
り
、
独
自
の
増
補
を
加
え
て
は
い
る
も
の
の
、
『
法
苑

珠
林
』
に
依
拠
し
た
本
文
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
大
智
度
論
』
や
『
法
苑
珠
林
』
を
典
拠
と
す
る
酔
婆
羅
門
出
家
讃
は
、

日
本
の
仏
教
説
話
集
に
多
く
採
ら
れ
広
く
流
布
し
て
い
く
。
本
稿
は
、
酔
婆

羅
門
出
家
謨
、
お
よ
び
そ
れ
に
通
ず
る
酔
狂
の
者
た
ち
の
波
乱
に
満
ち
た
人

生
を
説
話
集
ほ
か
の
資
料
の
中
に
垣
間
見
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
「
奉
レ
写
二
法
華
経
一
因
二
供
養
「
顕
下
母
作
二

女
牛
一
之
因
上
縁
」
第
一
五
を
取
り
上
げ
る
。
引
用
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系

に
拠
っ
た
（
原
漢
文
）
。

は
み
し
ろ
の
さ
と

高
橋
連
東
人
は
、
伊
賀
国
山
田
郡
嗽
代
里
の
人
な
り
。
大
に
富
み
て

ゆ
た
か

し

お
ほ
み
た
め

ち
か

財
饒
な
り
。
亡
に
た
る
母
の
奉
為
に
法
華
経
を
写
し
て
盟
ひ
て
日
さ

む
か
わ
た

く
、
「
我
が
願
に
縁
有
る
師
を
請
へ
、
済
度
さ
れ
む
と
欲
ふ
」
と
ま
う

か
ざ
を
は

た
て
ま
つ

い
ま
し

し
て
、
法
会
を
厳
り
詑
り
、
明
日
に
供
ら
む
と
し
て
使
に
誠
め
て

あ

お
こ
な

日
は
く
、
「
第
一
に
値
は
む
を
我
が
縁
あ
る
師
と
し
、
法
を
修
ふ
状
有

む
か

ら
ば
、
過
さ
ず
か
な
ら
ず
請
へ
よ
」
と
い
ふ
・
其
の
使
、
願
に
随
ひ
て
、

二
、
酔
乞
者
出
家
蓮
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こ
こ
ろ
み

み
た
に

門
を
出
で
試
に
往
き
て
、
同
じ
郡
の
御
谷
の
里
に
至
る
。
乞
ふ
者

は
ち
ふ
く
る

有
る
を
見
る
。
鉢
嚢
を
肘
に
懸
け
、
酒
に
酔
ひ
て
路
に
臥
す
。
姓
名

わ
ざ

こ
れ
を
も

詳
ら
か
な
ら
ず
。
伎
戯
人
あ
り
て
、
髪
を
剃
り
縄
を
懸
け
、
以
ち
て

し
か

さ
と

袈
裟
と
す
。
然
う
す
と
い
へ
ど
も
、
な
ぼ
か
つ
て
覚
知
ら
ず
。
使
見
て

を
が
あ
つ
ら
へ
む
か

起
し
礼
み
、
勧
請
へ
て
家
に
帰
る
。
（
下
略
）

こ
の
後
、
般
若
陀
羅
尼
を
調
持
す
る
だ
け
の
こ
の
乞
者
の
夢
に
赤
い
牝
牛

が
現
れ
、
前
世
で
子
供
の
物
を
盗
ん
で
牛
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
告
げ
る
。
翌

日
の
法
会
で
夢
の
内
容
を
語
り
、
法
事
が
終
わ
る
と
願
主
の
も
と
に
い
た
牛

ま
こ
と

は
死
に
、
法
会
の
会
衆
が
皆
号
突
す
る
。
話
末
に
は
「
諒
に
知
る
、
願
主

あ
傘

の
母
の
恩
を
顧
る
こ
と
の
至
り
て
深
き
信
と
、
乞
ふ
者
の
神
し
き
呪
を
詞
む

こ
と
の
積
み
た
る
功
の
験
な
り
、
と
」
と
あ
る
。

前
世
で
倫
盗
や
横
領
を
し
た
た
め
に
牛
に
転
生
し
た
話
は
『
日
本
霊
異
記
』

（
以
下
『
霊
異
記
』
と
略
す
）
上
巻
第
一
○
・
二
○
・
中
巻
第
九
・
三
二
・

下
巻
第
二
六
縁
な
ど
に
も
見
え
、
中
で
も
上
巻
一
○
縁
と
は
密
接
な
関
連
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
上
巻
一
○
縁
に
当
該
話
の
よ
う
な
「
俄
導
師
」
は
登

場
し
な
い
。
泥
酔
し
て
い
る
間
に
、
伎
戯
人
（
芸
能
民
か
）
に
よ
っ
て
剃
髪

さ
れ
、
袈
裟
も
ど
き
の
縄
を
着
せ
ら
れ
る
展
開
か
ら
は
酔
婆
羅
門
出
家
謨
の

影
響
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
。

『
霊
異
記
』
の
「
乞
ふ
者
」
は
「
般
若
陀
羅
尼
を
詞
持
ち
、
食
を
乞
ひ
て

命
を
活
く
」
と
自
ら
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
門
口
で
寿
言
を
唱
え
る
の
を

業
と
す
る
「
ほ
か
ひ
び
と
（
乞
食
者
・
乞
児
）
」
で
あ
る
。
「
ほ
か
ひ
び
と
」

は
『
万
葉
集
』
や
『
延
喜
式
』
『
和
名
抄
』
な
ど
に
も
見
え
る
古
い
職
掌
で
、

中
世
の
唱
門
師
（
声
聞
師
）
に
も
連
な
る
宗
教
者
で
あ
る
。
「
伎
戯
人
」
は
、

正
式
な
僧
で
は
な
い
が
般
若
陀
羅
尼
を
よ
く
す
る
乞
者
を
、
正
式
な
比
丘
の

姿
に
し
て
か
ら
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
、
願
主
の
母
が

牛
に
転
生
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
表
題
に
は
「
奉
写

法
華
経
因
供
養
」
と
あ
る
が
、
よ
り
重
要
だ
っ
た
の
は
、
話
末
評
語
に
も
見

え
る
「
乞
者
調
神
呪
積
功
之
験
」
で
は
な
か
っ
た
か
・
本
説
話
を
結
末
の
「
奇

瑞
の
涙
」
へ
と
導
い
た
の
は
、
法
華
経
の
書
写
と
い
う
よ
り
は
、
「
神
呪
（
般

若
陀
羅
尼
）
を
よ
く
す
る
乞
者
の
功
徳
」
で
あ
っ
た
。
『
霊
異
記
』
は
上
巻

第
一
四
縁
・
中
巻
第
一
九
縁
に
も
般
若
心
経
を
調
す
る
人
の
説
話
を
載
せ
、

中
巻
第
一
五
縁
で
は
暴
力
を
振
る
お
う
と
し
た
者
を
乞
食
の
僧
が
呪
縛
す
る

説
話
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
泉
道
氏
が
指
摘
立
魏
一
」
と
く
、
般
若
陀
羅

尼
を
調
持
す
る
こ
の
乞
者
が
、
景
戒
が
好
ん
で
描
い
た
「
隠
身
の
聖
」
的
な

性
格
を
有
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
本
話
の
全
体
構
想
上
、
非
常
に
重
要
な

こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
従
来
、
本
話
の
典
拠
は
未
詳
と
さ
れ
て
き
た
が
、
例
え
ば
、
眺
秦

の
竺
佛
念
訳
『
鼻
奈
耶
』
巻
第
脱
か
以
下
の
記
事
、
特
に
傍
線
部
が
関
連
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

佛
世
尊
遊
舎
衛
国
祇
樹
給
孤
独
園
。
（
中
略
、
尊
者
海
・
嘆
偶
の
悪
龍

退
治
讃
あ
り
）
比
丘
僧
嘆
偶
漸
来
至
舎
衛
国
祇
樹
給
孤
独
園
。
有
一
優

婆
夷
。
間
嘆
偶
来
到
別
請
一
日
供
養
。
平
旦
嘆
偶
着
衣
持
鉢
。
至
此
優

婆
夷
家
。
是
優
婆
夷
見
坐
已
定
。
頭
面
礼
足
行
清
浄
水
。
自
手
劉
酌
布

種
種
食
。
海
語
優
婆
夷
言
。
大
妹
。
行
来
渇
有
漿
水
不
。
優
婆
夷
便
作

是
念
。
若
当
与
黒
石
蜜
蒲
萄
漿
苦
酒
漿
者
。
恐
発
腹
内
風
。
即
盛
酒
似

水
。
亦
如
水
味
。
時
嘆
偶
不
味
而
飲
。
優
婆
夷
行
水
詑
。
在
前
聰
法
。

一

○



臥
於
路
側
。
三
衣
鉢
鉢
嚢
錫
杖
各
在
一
処
。
佛
知
而
告
阿
難
日
。
汝
着

衣
来
共
出
祇
桓
観
・
時
世
尊
将
阿
難
出
祇
桓
門
・
遥
見
嘆
偶
酔
臥
路
側
。

三
衣
鉢
鉢
嚢
錫
杖
各
在
一
処
。
世
尊
知
而
問
阿
難
日
。
此
是
何
人
。
阿

難
白
佛
。
尊
者
嘆
偶
。
世
尊
告
阿
難
日
。
汝
還
祇
桓
。
告
諸
比
丘
尽
来

会
此
。
時
阿
難
敬
承
佛
教
。
即
入
祇
桓
諸
諸
比
丘
。
将
至
門
外
。
（
中

略
）
世
尊
告
日
。
如
是
比
丘
此
飲
酒
之
大
失
。
諸
比
丘
従
今
已
往
不
得

飲
酒
。
（
下
略
）

説
話
は
、
「
世
尊
が
舎
衛
国
祇
樹
給
孤
独
園
に
出
遊
し
て
い
た
折
、
尊
者

「
海
」
こ
と
「
嘆
偶
」
が
、
（
人
の
通
行
は
も
と
よ
り
鳥
獣
の
行
き
来
さ
え

封
じ
て
い
た
凶
悪
暴
虐
の
悪
龍
を
、
秘
術
・
変
化
の
限
り
を
尽
く
し
て
戦
い
、

教
化
さ
せ
て
）
よ
う
や
く
祇
樹
給
孤
独
園
近
く
ま
で
到
来
し
た
時
、
一
人
の

優
婆
夷
に
請
わ
れ
て
一
日
供
養
を
し
た
が
、
知
ら
ず
に
酒
を
飲
ん
だ
た
め
歩

く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
三
衣
（
個
人
所
有
を
許
さ
れ
た
三
種
の
衣
服
）

・
鉢
・
鉢
嚢
・
錫
杖
な
ど
を
放
置
し
た
ま
ま
、
路
側
で
寝
込
ん
で
し
ま
う
。

そ
こ
へ
世
尊
が
通
り
が
か
り
、
阿
難
に
命
じ
て
全
て
の
比
丘
を
集
合
さ
せ
、

『
嘆
偶
の
よ
う
な
比
丘
で
さ
え
、
飲
酒
で
こ
の
よ
う
な
大
き
な
過
失
を
犯
す
。

だ
か
ら
、
諸
比
丘
た
ち
は
今
か
ら
酒
を
飲
ま
な
い
よ
う
に
せ
よ
』
と
、
不
飲

酒
戒
の
実
施
を
告
知
し
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
尊
者

嘆
偶
泥
酔
謨
」
は
「
不
飲
酒
戒
由
来
諄
」
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

尊
者
の
名
「
嘩
偶
」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
い
く
回
噌
冨
の
音
訳
で
あ
り
、
「
善

来
」
と
意
訳
さ
れ
る
。
『
望
月
佛
教
大
辞
典
増
訂
版
』
「
善
来
」
項
に
は
、

「
鼻
奈
耶
第
九
に
師
の
梵
名
嘆
偶
妬
を
海
と
訳
せ
る
は
、
海
の
義
な
る
娑
喝

嘩
偶
説
法
。
説
法
已
便
去
。
至
祇
桓
両
門
間
。
酒
気
始
徹
酔
不
能
前
。

酔
人
出
家
・
破
戒
證
の
系
譜
（
一
）

羅
の
猪
閏
”
と
混
同
せ
る
も
の
な
る
が
如
し
」
と
の
指
摘
が
見
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
霊
異
記
』
の
「
有
乞
者
。
鉢
嚢
懸
肘
酔
酒
臥
路
。
姓
名
未

詳
。
有
伎
戯
人
懸
縄
以
為
袈
裟
。
雛
為
然
猶
曽
不
覚
知
」
と
、
『
鼻
奈
耶
』

の
「
酒
気
始
徹
酔
不
能
前
。
臥
於
路
側
。
三
衣
鉢
鉢
嚢
錫
杖
各
在
一
処
」
と

の
間
に
は
「
酔
・
酒
・
臥
・
路
・
鉢
嚢
」
の
用
字
の
一
致
、
「
剃
髪
／
比
丘

僧
」
「
袈
裟
／
三
衣
」
の
僧
形
の
類
似
な
ど
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
僧
形

の
人
物
が
酒
に
酔
っ
て
「
鉢
嚢
」
を
帯
し
た
ま
ま
路
傍
に
横
臥
し
て
い
る
シ

ー
ン
の
描
写
が
酷
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て

は
、
『
霊
異
記
』
説
話
は
、
他
に
も
類
話
を
数
話
し
る
す
ほ
ど
固
執
し
て
い

た
「
牛
へ
の
転
生
誼
」
の
導
入
部
で
あ
り
、
『
鼻
奈
耶
』
説
話
は
「
飲
酒
戒
」

の
起
源
を
説
く
長
い
説
話
の
一
部
分
で
あ
る
か
ら
、
両
者
は
一
見
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
両
者
と
も
に
超
人
的
な
法
力
を
有
し
た

人
物
が
泥
酔
し
て
道
で
だ
ら
し
な
く
寝
て
い
る
姿
と
し
て
形
象
化
さ
れ
て
い

る
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

唐
の
義
浄
訳
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
』
巻
第
四
二
飲
酒
学
虎
第
七
（
畑

に
も
類
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
前
引
の
「
酒
気
始
徹
酔
不
能
前
。
臥
於

路
側
。
三
衣
鉢
鉢
嚢
錫
杖
各
在
一
処
」
の
部
分
は
「
既
至
中
路
被
日
光
所
炎

酔
臥
干
地
」
と
訳
さ
れ
て
お
り
、
肝
心
の
「
鉢
嚢
」
「
法
衣
」
に
関
す
る
表

現
は
見
え
な
い
。

実
は
『
霊
異
記
』
中
巻
第
五
縁
中
に
「
鼻
奈
耶
経
」
の
名
が
見
え
る
。
「
律
」

を
意
味
す
る
梵
語
「
鼻
奈
耶
」
を
書
名
に
含
む
律
書
は
数
多
い
が
、
従
来
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
た
依
拠
経
典
研
究
の
結
果
、
現
在
で
は
『
霊
異
記
』
所
引

の
「
鼻
奈
耶
経
」
は
竺
佛
念
訳
の
『
鼻
奈
耶
』
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

一
一



そ
れ
ゆ
え
、
中
巻
第
十
五
縁
の
関
連
資
料
に
『
鼻
奈
耶
』
の
嘆
偶
説
話
を
想

定
す
る
こ
と
に
書
承
上
の
問
題
は
全
く
な
い
。

『
霊
異
記
』
中
巻
第
十
五
縁
の
日
本
に
お
け
る
類
話
と
し
て
は
、
『
三
宝

絵
』
中
巻
法
二
「
高
橋
連
東
人
」
、
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
（
以
下
『
法

華
験
記
』
と
略
す
）
巻
下
第
一
○
六
「
伊
賀
国
報
恩
善
男
」
、
『
今
昔
』
巻

第
一
二
第
二
五
「
伊
賀
国
人
母
、
生
牛
来
子
家
語
」
、
七
巻
本
『
宝
物
集
』

巻
七
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
『
三
宝
絵
』
と
『
今
昔
』
は

『
霊
異
記
』
に
、
『
法
華
験
記
』
は
『
三
宝
絵
』
に
、
『
宝
物
集
』
は
『
法

華
験
記
』
に
拠
る
こ
と
が
既
に
実
証
さ
れ
て
い
る
。
書
承
の
中
で
『
霊
異
記
』

の
「
有
伎
戯
人
剃
髪
懸
縄
以
為
袈
裟
。
雌
為
然
猶
曽
不
覚
知
」
と
い
う
一
文

が
、
『
三
宝
絵
』
と
『
法
華
験
記
』
に
見
え
な
く
な
る
の
は
、
本
稿
の
論
旨

か
ら
考
え
る
と
非
常
に
重
大
な
異
同
で
あ
る
。

前
章
ま
で
は
酒
に
酔
っ
て
思
わ
ず
の
出
家
を
し
た
婆
羅
門
や
乞
者
の
説
話

を
取
り
上
げ
た
が
、
本
章
で
は
酒
乱
ゆ
え
に
五
戒
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
優
婆

塞
の
説
話
（
以
下
「
酔
優
婆
塞
破
戒
證
」
と
称
す
）
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

三
巻
本
『
宝
物
集
』
（
静
嘉
堂
文
庫
本
）
巻
下
一
八
丁
表
に
次
の
よ
う
な

説
話
が
見
え
か
皿
）

昔
、
迦
葉
佛
ノ
時
、
一
人
ノ
優
婆
塞
有
キ
。
酒
二
酔
テ
本
心
ヲ
失
ヘ
ル

故
二
、
人
ノ
女
ヲ
窺
二
犯
シ
ヅ
。
又
、
鶏
ヲ
盗
テ
殺
ヅ
。
其
時
、
主
腹

立
テ
カ
コ
ッ
時
、
不
殺
ト
ア
ラ
ガ
ヒ
ヌ
。
此
故
二
則
、
飲
酒
・
妄
語
．

三
、
酔
優
婆
塞
破
戒
護
（
｜
）

殺
生
等
ノ
五
戒
ヲ
破
り
畢
ヌ
。
細
ニ
ハ
十
調
律
二
申
ダ
ル
也
。

迦
葉
佛
（
過
去
七
仏
の
第
六
）
の
時
、
優
婆
塞
が
酒
に
酔
い
本
心
を
失
っ

て
、
人
妻
を
犯
し
、
鶏
を
盗
ん
で
殺
し
た
。
持
ち
主
が
立
腹
し
て
な
じ
っ
た

時
に
「
殺
し
て
い
な
い
」
と
否
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
優
婆
塞

は
飲
酒
・
妄
語
・
殺
生
な
ど
の
五
戒
を
全
て
破
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
末
尾
に
「
細
ニ
ハ
十
調
律
二
申
ダ
ル
也
」
と
あ
る
が
、
『
十
調
律
』

（
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
二
三
巻
律
部
二
）
に
該
当
す
る
記
事
は
見
え
な
い
。

生
き
物
を
殺
さ
な
い
「
不
殺
生
戒
」
・
盗
み
を
し
な
い
「
不
倫
盗
戒
」
・

自
分
の
伴
侶
以
外
と
性
的
交
渉
を
持
た
な
い
「
不
邪
婬
戒
」
・
嘘
を
つ
か
な

い
「
不
妄
語
戒
」
・
酒
を
飲
ま
な
い
「
不
飲
酒
戒
」
、
こ
の
五
戒
は
、
在
俗

信
者
で
あ
る
優
婆
塞
（
男
）
・
優
婆
夷
（
女
）
の
守
る
べ
き
と
て
も
重
要
な

戒
律
で
あ
る
。
『
宝
物
集
』
所
収
説
話
は
、
優
婆
塞
が
、
殺
生
や
窃
盗
な
ど

に
比
べ
て
一
見
罪
の
な
さ
そ
う
な
飲
酒
行
為
を
し
た
こ
と
で
、
か
え
っ
て
全

て
の
戒
律
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
皮
肉
な
展
開
を
有
し
て
い
る
。

『
宝
物
集
』
伝
本
間
で
当
該
説
話
に
関
し
て
大
き
な
出
入
り
は
な
い
が
、

若
干
の
異
同
が
存
す
る
の
で
、
次
に
、
吉
川
泰
雄
氏
蔵
（
第
二
種
七
巻
本
系
）

『
宝
物
臭
』
）
巻
第
五
を
掲
げ
て
比
較
検
討
し
て
み
よ
う
。

迦
葉
仏
の
時
、
一
人
の
優
婆
塞
、
酒
に
ゑ
ひ
て
本
心
う
せ
ぬ
る
が
ゆ
へ

に
、
人
の
妻
を
お
か
し
つ
。
又
、
鶏
を
こ
ろ
し
つ
。
ぬ
し
、
は
ら
だ
ち

て
か
こ
つ
時
、
こ
ろ
さ
ず
と
あ
ら
が
ひ
ぬ
・
こ
の
ゆ
へ
に
、
飲
酒
・
［
邪

婬
］
・
殺
生
・
愉
盗
・
妄
語
の
五
つ
の
戒
を
や
ぶ
る
也
・
こ
ま
か
に
、

十
律
に
こ
そ
申
た
め
れ
。

［
邪
婬
］
表
記
に
つ
い
て
は
同
書
脚
注
に
、
当
該
語
句
が
底
本
（
吉
川
泰

一
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雄
氏
蔵
本
）
・
瑞
光
寺
本
・
九
冊
本
に
な
い
た
め
、
身
延
山
久
遠
寺
蔵
本
に
よ

り
補
入
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
確
か
に
身
延
文
庫
蔵
本
の
中
巻
判
丁
裏

に
「
飲
酒
邪
淫
殺
生
愉
盗
妄
語
」
と
、
五
戒
全
て
が
列
挙
さ
れ
て
い
師
』

吉
川
泰
雄
氏
蔵
本
（
以
下
「
吉
川
本
」
と
略
す
）
で
は
、
「
酒
に
ゑ
ひ
て

本
心
う
せ
ぬ
る
」
が
破
飲
酒
戒
、
「
人
の
妻
を
お
か
し
っ
」
が
破
邪
婬
戒
、

「
鶏
を
こ
ろ
し
つ
」
が
破
殺
生
戒
、
「
こ
ろ
さ
ず
と
あ
ら
が
（
ふ
）
」
が
破

妄
語
戒
に
そ
れ
ぞ
れ
相
当
す
る
。
し
か
し
、
「
五
つ
の
戒
を
や
ぶ
る
也
」
と

書
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
楡
盗
戒
を
破
っ
た
記
述
は
見
え
な
い
。

で
は
、
そ
の
点
を
、
『
宝
物
集
』
諸
本
は
ど
う
叙
述
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
現
在
公
刊
さ
れ
て
い
る
主
要
伝
本
九
本
で
、
表
現
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。
な
お
、
伝
本
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
小
泉
弘
氏
『
古
抄
本
宝
物
集

研
究
篇
』
に
依
っ
た
。

［
一
］
一
巻
本
系
①
続
群
書
類
従
本

（
『
続
群
書
類
従
』
第
犯
輯
下
、
該
当
箇
所
な
し
）

［
二
］
二
巻
本
系
②
簗
瀬
一
雄
氏
蔵
本
（
『
碧
沖
洞
叢
書
』
３
）

③
九
州
大
学
萩
野
文
庫
本
（
在
九
州
国
文
資
料
影
印
叢
書
）

［
三
］
平
仮
名
古
活
字
三
巻
本
系

［
四
］
平
仮
名
整
版
三
巻
本
系

［
五
］
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
系

④
静
嘉
堂
文
庫
（
『
身
延
文
庫
蔵
宝
物
集
中
巻
』
和
泉
書
院
）

⑤
続
群
書
類
従
本
（
『
続
群
書
類
従
』
第
五
輯
下
）

［
六
］
第
一
種
七
巻
本
系

⑥
仏
全
本
（
大
日
本
仏
教
全
書
）

酔
人
出
家
・
破
戒
謨
の
系
譜
（
一
）

［
七
］
第
二
種
七
巻
本
系

⑦
抜
書
本
（
貴
重
古
典
籍
叢
刊
８
『
古
抄
本
宝
物
集
』
）

⑧
九
冊
本
（
古
典
文
庫
剛
『
宝
物
集
九
冊
本
』
）

⑨
吉
川
本
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）

⑩
身
延
本
（
『
身
延
文
庫
蔵
宝
物
集
中
巻
』
）

三
巻
本
系
諸
本
④
⑤
は
「
飲
酒
・
妄
語
・
殺
生
等
」
と
戒
律
を
記
し
て
い

る
が
、
優
婆
塞
の
破
戒
行
為
は
飲
酒
・
邪
淫
・
楡
盗
・
殺
生
・
妄
語
の
順
に

起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
妄
語
と
殺
生
が
逆
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二

種
七
巻
本
系
諸
本
⑦
⑧
⑨
と
身
延
本
⑩
で
は
鶏
泥
棒
が
記
さ
れ
て
い
な
い
に

も
関
わ
ら
ず
「
楡
盗
」
は
列
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
仏
全
本
⑥
・
九
冊
本

⑧
．
吉
川
本
⑨
に
お
い
て
は
女
犯
行
為
は
な
さ
れ
て
い
る
の
に
「
邪
淫
」
は

列
記
か
ら
落
ち
て
い
る
。
お
そ
ら
く
七
巻
本
に
お
い
て
「
盗
テ
」
や
「
邪
淫
」

の
字
句
が
見
え
な
い
も
の
は
、
書
写
時
の
単
純
な
脱
字
と
、
決
し
て
典
拠
に

遡
っ
て
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
の
な
い
転
写
行
為
に
よ
る
欠
字
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
異
同
は
諸
伝
本
の
先
後
関
係
を
解
明
す
る
た
め
の
小
さ

な
手
掛
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

『
宝
物
集
』
所
収
説
話
の
直
接
の
典
拠
と
し
て
は
従
来
『
法
苑
珠
林
』
巻

第
八
十
八
．
五
戒
部
第
跣
抄
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
『
法
苑
珠
林
』

の
原
拠
で
あ
る
『
薩
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
』
巻
第
（
壬
）
を
基
に
、
『
法
苑
珠
林
』

と
校
合
す
る
こ
と
と
し
た
。
と
い
う
の
は
、
両
者
間
に
異
同
が
多
く
、
よ
り

長
文
の
『
薩
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
』
を
本
文
と
し
た
ほ
う
が
『
法
苑
珠
林
』
の

省
略
や
増
補
が
明
白
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
『
法
苑
珠
林
』
に
見
え
な
い
表

現
や
句
点
（
・
）
に
傍
線
を
引
き
、
増
補
・
改
変
さ
れ
た
字
句
を
［
］
に

一
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入
れ
た
。
引
用
に
当
た
っ
て
私
に
二
段
落
に
分
け
た
が
、
行
諭
の
都
合
上
、

句
点
に
は
手
を
加
え
な
か
っ
た
。

碧
薩
婆
多
論
・
］
間
日
。
優
婆
塞
五
戒
［
中
］
・
幾
是
実
獅
］
・
劉
ヨ

遮
罪
。
答
日
。
［
前
］
四
是
実
罪
。
［
後
］
飲
酒
一
戒
是
遮
罪
。
飲
酒

所
以
与
四
罪
同
類
結
為
五
戒
者
。
以
飲
酒
是
放
逸
之
［
根
］
本
也
能
犯

四
戒
。

如
迦
葉
佛
時
。
有
優
婆
塞
。
［
卵
剛
酒
故
１
刑
婬
他
嬬
閲
他
鶏
殺
。
他
人

戸

Ｊ

１

［
来
］
問
言
。
何
以
故
爾
。
［
時
］
答
言
。
不
作
。
［
便
犯
妄
語
・
］
以

諸

又一
以
飲
酒
故
。

（
○
は
モ
チ
ー
フ
あ
り
、
●
な
し
）

陥
雌
四
逆
。
唯
不
能
破
僧

耳
［
若
受
不
殺
戒
］
。
（
下
略
）

校
合
本
文
に
は
傍
線
が
多
く
、
『
法
苑
珠
林
』
に
お
け
る
省
略
の
実
態
が

よ
く
見
て
取
れ
る
。
ま
ず
は
、
長
文
の
『
薩
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
』
を
用
い
て

叙
述
内
容
を
確
認
す
る
。

前
半
部
で
は
、
優
婆
塞
の
守
る
べ
き
「
五
戒
」
の
う
ち
、
ど
れ
が
「
実
罪
」

で
あ
り
、
ど
れ
が
「
遮
罪
」
な
の
か
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
飲
酒
戒
の
み
「
遮

罪
」
で
あ
り
、
他
の
四
戒
は
「
実
罪
」
で
あ
る
と
答
え
た
と
説
明
し
て
い
る
。

「
遮
罪
」
と
は
「
行
為
そ
れ
自
体
は
罪
で
は
な
い
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
罪

を
犯
す
に
い
た
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
禁
止
さ
れ
た
こ
と
。
た
と
え
ば
飲
獅
医

一

四

身
延
⑩

二
七
⑨

二
七
⑧

二
七
⑦

一
七
⑥

片
三
⑤

片
三
④

一

一

③

二

②

分
類

中 五
一
ハ 五 四 下 下 下 下 巻

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
飲
酒

人
ノ
妻

人
の
妻

人
の
妻

人
ノ
妻

人
ノ
妻

人
ノ
女

人
ノ
女

人
の
め

人
の
め

邪
婬

● ● ● ● 鶏 鶏 鶏
に
は
と
り

と
り

倫
盗

鶏 鶏
に
は
と
り

鶏 ○ ○ ○ ○ ○
殺
生

殺
サ
ズ

こ
ろ
さ
ず

こ
ろ
さ
ず

不
し
死
サ

不
殺

不
殺

不
殺

さ
な
き
よ
し

さ
な
き
よ
し

妄
語

飲
酒
・
邪
淫
・
殺
生
・
倫
盗
・
妄
語

飲
酒
．
殺
生
・
倫
盗
・
妄
語

飲
酒
．

殺
生
・
愉
盗
・
妄
語

飲
酒
・
邪
淫
・
殺
生
・
倫
盗
・
妄
語

飲
酒
．
殺
生
・
愉
盗
・
妄
語
等

飲
酒
・
妄
語
・
殺
生
等

飲
酒
・
妄
語
・
殺
生
等

（
列
挙
な
し
）

（
列
挙
な
し
）

五
戒
の
列
挙



で
あ
り
、
「
実
罪
」
と
は
そ
の
行
為
自
体
が
本
質
的
に
「
罪
」
と
な
る
行
為

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
同
書
は
「
飲
酒
が
放
逸
の
本
だ
」
と
主
張
し
て
い

つ
（
》
Ｏ

『
薩
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
』
と
『
法
苑
珠
林
』
と
の
間
に
は
多
数
の
異
同
が

存
す
る
。
『
法
苑
珠
林
』
は
「
飲
酒
」
や
「
罪
」
を
省
略
し
、
「
実
罪
」
を

「
実
戒
」
と
改
悪
し
て
い
る
。
「
遮
罪
」
と
同
義
で
の
「
遮
」
の
用
例
は
『
倶

舎
論
』
に
既
に
見
え
て
お
り
、
決
し
て
誤
用
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

『
法
苑
珠
林
』
の
省
略
著
し
い
こ
と
は
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

後
半
の
説
話
は
、
五
戒
中
唯
一
の
「
遮
罪
」
で
あ
る
「
飲
酒
戒
」
の
重
要

性
を
説
く
た
め
に
引
証
さ
れ
て
い
る
。
「
迦
葉
佛
」
の
時
、
優
婆
塞
が
酒
を

飲
ん
だ
た
め
に
、
「
他
婦
」
を
邪
婬
し
、
「
他
鶏
」
を
盗
ん
で
殺
し
、
「
他
人
」

の
問
い
に
対
し
て
『
な
さ
ず
』
と
偽
り
の
答
弁
を
し
た
。
酒
乱
ゆ
え
に
一
時

に
し
て
実
罪
で
あ
る
四
戒
を
も
破
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
記
し
、
だ

か
ら
こ
そ
五
戒
の
中
で
「
飲
酒
戒
」
に
も
十
分
留
意
せ
よ
と
説
い
て
い
る
の

で
あ
る
。

以
下
、
漢
訳
仏
典
と
『
宝
物
集
』
の
表
現
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
は
、
「
他
人
」
を
め
ぐ
っ
て
二
点
考
え
て
み
た
い
。

一
点
目
は
、
語
法
上
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
文
で
、
「
邪
婬
他

婦
」
「
盗
他
鶏
」
の
二
文
節
ま
で
は
、
他
動
詞
の
下
に
そ
の
対
象
と
な
る
語

が
「
他
○
」
の
形
で
提
示
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
殺
」
の
下
に
は

句
点
（
・
）
が
打
た
れ
て
文
が
一
端
そ
こ
で
閉
じ
、
次
の
文
に
「
他
人
」
と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
文
章
で
は
、
酒
に
酔
っ
た
者

が
殺
し
た
の
は
盗
ん
だ
「
他
鶏
」
に
決
ま
っ
て
い
る
。
次
の
文
は
「
他
人
」

酔
人
出
家
・
破
戒
讃
の
系
譜
（
一
）

で
始
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
「
問
言
」
の
主
語
が
「
他
人
」
で
あ
る
こ
と
も
間

違
い
な
い
。
し
か
し
、
基
本
的
に
四
字
句
で
綴
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
仏
教
漢

文
の
慣
習
で
「
他
人
」
の
前
に
句
点
（
・
）
が
付
け
ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
当
該
個
所
の
正
し
い
本
文
は
「
以
飲
酒
故
、
邪

婬
他
婦
、
盗
他
鶏
、
殺
他
人
。
問
言
、
『
何
以
故
爾
』
。
答
言
、
『
不
作
』
。
」

で
あ
っ
て
、
「
他
動
詞
＋
対
象
語
」
の
句
が
三
句
連
な
っ
た
文
章
な
の
で
は

な
い
か
と
い
う
疑
念
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、
鶏
は
食
べ
る
た
め
に
盗
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、
殺
生

と
分
離
で
き
な
い
。
「
殺
他
人
」
の
句
を
想
定
す
れ
ば
、
人
を
殺
す
動
機
や

状
況
を
新
た
に
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
「
他
人
」
が
「
殺
」

と
結
び
付
く
と
、
下
接
す
る
「
問
言
」
の
主
語
が
誰
か
わ
か
ら
な
く
な
り
、

構
文
上
不
備
な
文
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
三
回
連

続
す
る
他
動
詞
句
を
仮
定
せ
ず
、
原
態
通
り
「
盗
他
鶏
殺
。
他
人
問
言
」
と

理
解
す
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
本
段
落
で
の
自
問
自
答
は
一
見
無
意
味
な

考
察
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
次
章
の
説
話
と
微
妙
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で

敢
え
て
論
述
し
た
。

二
点
目
は
『
宝
物
集
』
の
表
現
の
問
題
で
あ
る
。
上
記
の
「
他
人
答
言
」

に
対
し
て
『
宝
物
集
』
諸
本
は
共
通
し
て
「
ぬ
し
（
主
）
腹
立
ち
て
か
こ
つ

時
」
と
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
文
節
に
「
時
」
が
書
か
れ
る
の
は
、
お
そ
ら

く
『
法
苑
珠
林
』
の
「
他
人
来
問
言
時
」
を
承
け
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
宝

物
集
』
は
『
法
苑
珠
林
』
の
「
来
」
表
記
は
無
視
し
て
い
る
が
、
逆
に
「
腹

立
ち
て
」
を
補
っ
て
い
る
。
こ
の
増
補
に
よ
っ
て
「
他
人
」
は
「
他
鶏
」
の

「
他
」
と
同
一
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ド
ラ
マ
の
緊
迫
感
が
い
っ
そ
う

五



『
宝
物
集
』
諸
本
に
は
飲
酒
戒
を
破
っ
た
優
婆
塞
が
邪
淫
・
倫
盗
・
殺
生

・
妄
語
の
四
戒
ま
で
も
連
鎖
的
に
破
っ
た
説
話
が
収
録
さ
れ
て
い
た
が
、
『
三

国
伝
記
』
巻
第
四
第
二
五
「
酒
酔
優
婆
塞
事
明
二
飲
酒
科
一
也
」
に
は
酒
に

酔
っ
て
連
続
的
に
殺
人
を
犯
し
て
し
ま
う
優
婆
塞
の
説
話
が
記
さ
れ
て
い

高
ま
る
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
邪
淫
さ
れ
た
「
妻
」
の
伴
侶
か
ど
う
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
そ
の
可
能
性
を
も
暗
示
す
る
こ
と
と
な
る
。
「
か
こ
つ
」
は
、

「
人
の
せ
い
に
す
る
。
恨
み
事
を
言
う
」
な
ど
の
意
で
「
問
言
」
と
は
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
異
な
る
が
、
「
腹
立
ち
て
」
と
結
び
付
い
た
時
に
、
一
触
即
発
の

厳
し
い
状
況
下
で
「
非
難
す
る
」
意
の
発
言
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
三
巻
本
系
が
説
話
引
用
の
直
後
に
、
三
戒
を
「
飲
酒
・
妄
語
・
殺

生
」
の
順
に
記
述
し
た
理
由
と
し
て
『
法
苑
珠
林
』
本
文
の
影
響
を
指
摘
し

て
お
く
。
す
な
わ
ち
、
『
法
苑
珠
林
』
の
「
時
答
言
不
作
。
便
犯
妄
語
。
亦

能
造
四
逆
」
と
い
う
記
述
が
、
三
巻
本
『
宝
物
集
』
に
殊
更
に
「
妄
語
」
を

記
す
こ
と
を
促
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
、
『
宝
物
集
』
所
収
の
酔
優
婆
塞
破
戒
讃
の
表
現
に
つ
い
て
考
察
し

て
き
た
。
最
後
に
、
漢
訳
仏
典
と
の
関
連
で
本
章
を
ま
と
め
て
お
く
と
、
前

述
の
「
他
人
来
間
一
三
時
」
の
「
時
」
の
有
無
や
二
一
巻
本
末
尾
の
五
戒
の
表
現
、

「
他
妻
／
他
婦
」
と
「
人
の
め
（
女
・
妻
）
」
の
表
記
の
一
致
不
一
致
な
ど

か
ら
推
し
て
、
『
宝
物
集
』
の
当
該
本
文
は
『
法
苑
珠
林
』
に
依
拠
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
酔
優
婆
塞
破
戒
謹
（
二
）

梵
日
、
昔
、
迦
葉
仏
ノ
時
、
一
人
ノ
優
婆
塞
ア
リ
。
酒
二
酔
テ
鶏
ヲ
害

セ
ン
ト
ス
。
其
ノ
母
是
ヲ
見
テ
不
可
ナ
リ
ト
制
ス
。
則
ち
酔
狂
ノ
故
二

腹
立
シ
テ
制
ス
ル
母
ヲ
害
ス
。
父
驚
テ
是
ヲ
制
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
、
即

又
、
父
ヲ
害
ス
。
差
二
仏
弟
子
ノ
阿
羅
漢
ナ
ル
者
有
り
。
彼
ガ
逆
罪
ヲ

見
テ
、
酒
ノ
ー
酔
二
依
テ
忽
一
三
親
ヲ
殺
ス
其
ノ
悪
業
ノ
深
重
ナ
ル
事

イ
カ
ッ
テ

ヲ
悲
メ
リ
。
彼
レ
又
是
盆
則
チ
仏
弟
子
ヲ
モ
害
ス
。
結
句
仏
ヲ
呵

メ
リ
。
仏
所
二
望
テ
仏
身
ヨ
リ
血
ヲ
出
ス
。
僧
躰
二
非
ザ
レ
バ
破
僧
ノ

ー
逆
ヲ
作
ラ
ズ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
酒
ノ
ー
失
二
依
テ
已
二
重
キ
四
逆
ヲ
侵

ヤ
ブ

セ
リ
・
定
テ
刀
林
剣
葉
二
身
ヲ
屠
り
、
銅
柱
鉄
座
二
膚
ヲ
焦
サ
ン
者
歎
。

池
上
洵
一
氏
は
、
二
一
弥
菫
居
刊
『
二
一
国
伝
記
（
垂
』
所
収
の
本
説
話

の
頭
注
に
「
出
典
未
詳
。
類
話
は
『
宝
物
集
』
（
九
冊
本
）
六
に
見
え
、
『
こ

ま
か
に
十
（
調
）
律
に
こ
そ
申
た
め
れ
』
と
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
九
冊

本
『
宝
物
集
』
巻
六
に
あ
っ
て
、
「
こ
ま
か
に
十
（
調
）
律
に
こ
そ
申
た
め

れ
」
と
あ
る
類
話
と
は
、
前
掲
の
酔
優
婆
塞
破
戒
誼
そ
の
も
の
な
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
な
ら
ば
『
法
苑
珠
林
』
や
『
薩
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
』
所
収
話
を
も

類
話
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

確
か
に
本
説
話
は
、
前
章
で
詳
述
し
た
酔
優
婆
塞
破
戒
誼
と
展
開
に
類
似

し
た
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
事
件
の
発
生
を
「
迦
葉
仏
ノ
時
」
と
す
る
点
、

酔
っ
た
優
婆
塞
が
「
鶏
ヲ
害
」
す
る
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
人
と
争
う
点
、
実
際

に
「
殺
生
」
が
行
わ
れ
る
点
な
ど
で
あ
る
。
末
尾
の
「
破
僧
ノ
ー
逆
ヲ
作
ラ

ズ
」
と
い
う
一
文
は
『
薩
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
』
の
「
唯
不
能
破
僧
耳
」
と
も

通

一
一
ハ



通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
、
既
に
確
認
し
た
通
り
、
『
宝
物
集
』
所
収
話
で
優
婆
塞
が
殺
し

た
の
は
あ
く
ま
で
も
「
盗
ん
だ
鶏
」
で
あ
り
「
人
」
で
は
な
い
。
ま
た
、
『
宝

物
集
』
所
収
話
が
い
わ
ば
「
五
戒
説
話
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
『
三
国
伝

記
』
所
収
話
は
父
母
を
殺
害
し
、
仏
弟
子
を
も
害
し
、
仏
法
を
誹
誘
す
る
「
五

逆
説
話
」
と
い
う
べ
き
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
両
者
に
共
通
点
は
存
す
る
が
、

主
題
や
展
開
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
か
ら
、
両
話
は
別
系
統
の
説
話
で
あ

る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
以
下
次
号
）

注（
１
）
大
正
新
脩
大
蔵
経
（
以
下
「
大
正
蔵
」
と
略
す
）
第
二
五
巻
釈
論
部
上

『
大
智
度
論
』
川
頁
。

（
２
）
大
正
蔵
第
五
三
巻
事
彙
部
上
『
法
苑
珠
林
』
州
頁
。

（
３
）
大
正
蔵
第
四
六
巻
諸
宗
部
三
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
加
頁
。

（
４
）
大
正
蔵
第
五
四
巻
事
彙
部
下
外
教
部
全
『
諸
経
要
集
』
犯
頁
。

（
５
）
金
沢
文
庫
本
『
仏
教
説
話
集
』
は
、
山
内
洋
一
郎
『
金
沢
文
庫
本
佛
教

説
話
集
の
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
平
成
九
年
）
に
拠
っ
た
。

（
６
）
一
巻
本
『
宝
物
集
』
は
『
続
群
書
類
従
』
第
粟
輯
下
に
拠
っ
た
。

（
７
）
山
田
昭
全
・
三
木
紀
人
校
注
『
雑
談
集
』
（
中
世
の
文
学
、
三
弥
井
書

（
８
）
『
安
居
院
唱
導
集
上
巻
』
（
貴
重
古
典
籍
叢
刊
６
、
角
川
書
店
、
昭
和
四

（
６
）
一
巻
本
『
宝
物
竺

（
７
）
山
田
昭
全
・
三

店
、
昭
和
四
八
年
）

七
年
）
川
頁
。

（
９
）
小
泉
道
は
、

酔
人
出
家
・
破
戒
調
の
系
譜
（
二

同
氏
校
注
の
『
日
本
霊
異
記
』
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
、

α
頁
。

新
潮
社
、
昭
和
五
九
年
）
付
録
「
古
代
説
話
の
流
れ
」
中
巻
第
十
五
の
中

で
「
景
戒
と
し
て
は
、
読
者
に
、
こ
の
乞
食
僧
の
も
つ
［
隠
身
の
聖
］
的

な
性
格
を
も
察
知
さ
せ
よ
う
と
意
図
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
、
）
大
正
蔵
第
二
四
巻
律
部
三
『
鼻
奈
耶
』
湖
頁
。

（
Ⅱ
）
大
正
蔵
第
二
三
巻
律
部
二
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
』
剛
頁
。

（
、
）
黒
田
彰
編
著
『
身
延
文
庫
蔵
宝
物
集
中
巻
』
（
和
泉
書
院
、
昭
和
五
九

年
）
如
頁
。

（
Ｂ
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
宝
物
集
閑
居
友
比
良
山
古
人
霊
記
』
岩

波
書
店
、
平
成
五
年
。

（
脾
）
同
右
書
（
注
ｕ
）
、
影
印
妬
頁
・
翻
刻
叩
頁
。

（
巧
）
大
正
蔵
第
五
三
巻
事
彙
部
上
『
法
苑
珠
林
』
卿
頁
。

（
脂
）
大
正
蔵
第
二
三
巻
律
部
二
『
薩
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
』
Ⅷ
頁
。

（
Ⅳ
）
中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
縮
刷
版
』
東
京
書
籍
、
昭
和
五
六
年
。

（
肥
）
池
上
洵
一
校
注
『
三
国
伝
記
（
上
）
』
中
世
の
文
学
、
三
弥
井
書
店
、

昭
和
五
一
年
。

（
み
う
ら
・
し
ゅ
ん
す
け
本
学
非
常
勤
講
師
）

一

七


